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解 答
９ １００８１ 唄 欝

２５：４ ７：１３：８２ 唄 欝

１５０個 ２００円 ２５０円３ ハンバーガー： ホットドッグ：唄 欝

１２８年 １０４回 ３６５.２４２５日４ 唄 欝 蔚

(９，７２)，(１０，４０)，(１２，２４) (４８，７２)５ (ａ，ｂ)＝ (ｃ，ｄ)＝唄 欝

(２，３，７８)蔚 (ｅ，ｆ，ｇ)＝

９番目 ３６番目 ８回目６ 唄 欝 蔚

解 説
１ ２００８＝２×２×２×２５１より，２の倍数と２５１の倍数で約分できます。２の倍数は(２００８÷２＝)欝

１００４個，２５１の約数は(２００８÷２５１＝)８個，２と２５１の最小公倍数の５０２の倍数は(２００８

÷５０２＝)４個より，全部で(１００４＋８－４＝)１００８個

２ 三角形ＡＢＨと三角形ＦＤＨは相似で，辺の比は５：２ですから，面積の比は(５×５)：(２×２)＝２５：４唄

三角形ＢＥＧと三角形ＤＡＧは相似で，辺の比はＢＥ：ＤＡ＝３：９＝１：３です。ＢＤの長さを(５＋２＝)欝

７と(１＋３＝)４の最小公倍数の２８にそろえると，ＢＨ：ＨＤ＝５：２＝２０：８，ＢＥ：ＤＡ＝１：３＝７

：２１となりますから，ＢＧ：ＧＨ：ＨＤ＝７：１３：８

３ ハンバーガーとホットドッグの仕入れた個数が同じですから１個ずつのセットとして考えると，１日目は１セ唄

ットにつき(５０＋５０＝)１００円の利益があり，２日目は(３０＋２０＝)５０円の利益があります。１セット

で(１００－５０＝)５０円ずつ売り上げが減り，全体として(８２５００－７５０００＝)７５００円減りました

から，仕入れた個数は(７５００÷５０＝)１５０個ずつとわかります。

(８２５００－７１２００＝)１１３００円がハンバーガー１４個とホットドッグ２６個分の売り上げです。ま欝

た，１個ずつの売り上げの合計は(８２５００÷１５０＝)５５０円ですから，１４個ずつの売り上げは(５５０

×１４)＝７７００円です。よって，ホットドッグ１個の値段は(１１３００－７７００)÷(２６－１４)＝３００

円，ハンバーガー１個の値段は(５５０－３００＝)２５０円です。売り値には５０円の利益が加算されています

から，仕入れ値は，ハンバーガーが(２５０－５０＝)２００円，ホットドッグが(３００－５０＝)２５０円です。

４ １年につき(３６５.２５－３６５.２４２２＝)０.００７８日ずれますから，１日分ずれるのは，１÷０.００７８唄

＝１２８.２……→１２８年

最初のうるう年は１５８４年で，２００８年までの４の倍数の回数は，(２００８－１５８４＝)÷４＋１＝１０７欝

回。そのうち，１７００年，１８００年，１９００年はうるう年ではないので，(１０７－３＝)１０４回です。

４００年で(４００÷４－３＝)９７日多くなります。１年では平均して(９７÷４００＝)０.２４２５日増えま蔚

すから，３６５＋０.２４２５＝３６５.２４２５日です。

１ １ １ １ １ １ １ １ １ １
５ ＋ ＝ － ＝ ， ÷２＝ より， ＞ ＞ となっています。よって，ａに９から１５までの数を唄 ａ ｂ ４ ８ ８ ８ １６ ａ １６ ｂ

１ １ １ １ １ １ １ １ １順に入れていくと， － ＝ ， － ＝ ， － ＝ の３つが成り立ちます。
８ ９ ７２ ８ １０ ４０ ８ １２ ２４

１ ６ ３ ２ １ １ １ １ｂ＝２４のときを考えます。 ＝ ＝ ＋ ＋ ＝ ＋ ＋欝 ２４ １４４ １４４ １４４ １４４ ４８ ７２ １４４

１ １２ １ １ ９ １ １ １ １ １２ １ １ １ １
から順に引いていきます。 － － ＝ (＞ )， － ＝ より， ＝ ＋ ＋ ＋蔚 ２ １３ １３ ２ ２６ ３ ２６ ３ ７８ １３ ２ ３ １３ ７８

６ 完全シャッフルを行うと，左から□番目の数字が真ん中より手前のときは□番目の奇数に，真ん中よりうしろ唄

のときは(□－２６)番目の偶数になります。よって，２×３－１＝５(番目)，２×５－１＝９(番目)

(５１－２６)×２＝５０(番目)，(５０－２６)×２＝４８(番目)，(４８－２６)×２＝４４(番目)，(４４－２６)欝

×２＝３６(番目)より，３６番目です。

を続けると，(３６－２６)×２＝２０(番目)，２０×２－１＝３９(番目)，(３９－２６)×２＝２６(番目)，蔚 欝

２６×２－１＝５１(番目)となり，８回目でもとにもどります。
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